
Ⅰ　はじめに

Ⅰ－１　目的

　本稿は，自然環境，農業の発展過程，現在の農

業的土地利用と農業経営タイプに注目しながら，

長野県真田町菅平における露地野菜栽培の地域的

特徴を明らかにすることを目的とする。このよう

に地域の特徴を総合的に記録することによって，

将来の地理学や地域研究，また，環境問題に関す

る応用研究や教育に対して，基礎的なデータの提

供につながることを期待するものである。

　本稿で使用する資料は，２００２年６月２３～２８日に

行ったフィールドワークから得られたものであ

る。また，自然環境と農業の発展過程の説明につ

いては，文献と統計資料を用いる。フィードワー

クの内容は，景観観察，土地利用調査，および，

農家，農協，町役場，農業改良普及センターへの

聞き取り調査である。

Ⅰ－２　研究対象地域の概観

　標高１３００～１４００�に位置する菅平は，その景観

を一瞥しただけでも「地域的な個性の強さ」を感

じせる場所である。例えば，山の斜面，林地，低

く見える空，スキー場，露地野菜の畑，スポーツ

グラウンド，民宿，ペンションなど，自然，農

業，観光業に特化した景観をかたちづくる要素

は，地域の外部に住む人にとって，普段の生活で

はあまり目にしないものである。このように，あ

る地域に独特な景観は，その地域に対する興味を

訪問者に起こさせる一つの要因であると考えられ

る。

　山本ほか（１９７５）は，菅平の特徴的な景観を以

下のように記載し，その景観を眺めれば菅平の地

域性を解明したくなるという，素直な好奇心の現

れを述べている。「菅平の地域的特質は何よりもま

ずその景観から直接感じられるように思われる。

夏，菅平の盆地とその周辺の緩傾斜地一面を緑と

萌で彩る高原野菜，冬，斜面のあちらこちらでく

りひろげられるスキー，点在する赤や青の屋根，

さる人がバイエルン的といったという，ちょっと

異国風なその景観は，菅平を象徴しているように

思われる。（中略）そしてそれらが，菅平の自然の

どのような条件の利用を基盤にしているのか，自

然的・社会的・経済的諸条件を考えていけば，菅

平の現状とその特質が理解できるのではないか」。

　本稿は，菅平の地域的な特徴の中でも，とくに

農業に注目する。菅平で最も広く栽培されている

作物が，レタスである。長野県と長野県経済連に

よると，標高１０００�以上の作物産地を高冷地，

１０００～６００�を準高冷地，６００�以下を温暖地とに

分けて普及や出荷などの産地活動を行っている。

この区分に従えば，菅平のレタス栽培は高冷地農

業に分類される。

　農業は自然を相手にした産業であるため，高冷
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地における低い気温は不利な条件であるという印

象を持つ人もいる。しかし，実際の高冷地や準高

冷地においては，平地や温暖地にある産地と出荷

時期を調節したり，冷涼な気候や高地に適した作

物を栽培したりするなどして，特徴的な農業生産

活動が行われている。このことは，例えば，露地

野菜（斎藤�１９８２；丸山�１９９１），果樹（大森�２００１），

花き（仁平�１９９５；小澤�１９９８；両角�２０００）など，

園芸作物の栽培によくあてはまる。

　菅平では，地理学や生物学をはじめとして数多

くの研究が行われてきたが，最近の農業の動向を

詳しく取り上げた研究・報告として，次の３つに

注目できる。農業の発展段階と農業経営の特徴を

総合的に説明した山本ほか（１９８１），農業的土地

利用の変化要因を観光業との関連から解明した石

井（１９８１�），また，個々の農業経営と農産物の集

出荷の実態を述べた泰泉寺ほか（１９９９）である。

これらの論文を含めて，菅平を対象とした代表的

な研究のレビューは，次章で行うことにする。

Ⅰ－３　研究の枠組み

　本稿は，菅平の農業の地域的特色を説明するた

めに，次のような章構成をとる。まず，第Ⅱ章に

おいては，文献と統計資料を用いて，自然環境と

作物栽培に関する菅平の地域的特徴の概要を説明

する。次いで，第Ⅲ章においては，フィールド

ワークから得られたデータに基づいて，現在の景

観と土地利用の特徴を述べる。また，第��章に

おいては，聞き取り調査より明らかになった露地

野菜栽培の特色と，農家経営の実態を経営タイプ

別に詳述する。

Ⅱ　菅平の自然環境と作物生産の展開

Ⅱ－１　自然環境

　まず，本節では，菅平の自然環境と環境問題を

取り扱った文献を検討することから，菅平の自然

地理学的な特徴を説明する。

１）地形・水文

　地形学・水文学的な視点から菅平の農業を取り

扱った研究では，藤野・松本（１９９２）が，草地と

畑地の表土の厚さを比較することにより，１６００年

代前半の菅平開拓以降，畑地の土壌侵食がいかに

進行したかを検討したことに注目できる。その結

果，（１）自然の草地だった時代には，平均６０��

前後の厚さがあった腐植に富んだ表土層の約７０％

が，畑地化されて以降，侵食によって消失したこ

と，（２）この土壌侵食は，近年における大型農業

機械を導入した蔬菜の単一栽培によって加速され

ていることなどが明らかになった。

　また，土壌くん蒸剤���の水質汚染を調査し

た阿部ほか（１９９２）によると，���の主成分であ

る１，２����と１，３����は，地下水や河川水

を一時的に汚染しているが，現在のところ，かな

り低濃度であり，汚染した水を直接人体に取り込

むわけではないので，特に問題はないと思われる

と指摘している。しかし，���を使用した後に，

使用済みの農薬の缶が不用意に投棄されて，河川

水や地下水を汚染することや，気象条件を考慮し

ないで施用して，高濃度の１，２����と１，３�

���を含有した空気を吸い込むことなど，使用

基準や環境への影響を考慮しない農薬の使用に対

して注意を促している。

２）植生

　火山の噴火跡などの裸地からはじまる植生遷移

を一次遷移というのに対して，何らかの都合で耕

作を放棄した畑地から始まる植生遷移を二次遷移

という。�������（１９７７）は，観察と実験結果に基

づく考察から，菅平における二次遷移の具体例を

明らかにした。まず，耕作を放棄した年の１年目

に畑地は，シロザ，ハルタデ，アキヒメシバなど

の１年生草本類が占有する群落となる。２年目に

は，ヒメムカシヨモギ，ヒメジョオンのような越

年性（２年生）草本の群落となる。さらに，３～

７年目には，ヨモギ群落（広葉多年生草本），７

年目以降にはススキ群落（イネ科多年生草本）へ

と遷移する。

　林（１９９０）によると，このススキ群落にはアカ

マツが侵入するようになり，１５年ほど経つと種子

が落ちて，アカマツ群落に徐々に変化するように

なる。アカマツが占有する群落に変わると，草原
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時とは場の構造が変化し，カケス，ハタネズミ，

ノウサギなどの動物の生態が植生遷移に影響を与

えるようになる。その結果，アカマツ林にはミズ

ナラが侵入し，約３６年後には優勢種になる。そし

て，冷温帯の気候区に位置する菅平の極相林は，

ブナ林である（清水・塚原�２００２）。

　菅平で多く目にする植生群落は，これらの７つ

の群落（１年生草本，越年性草本，ヨモギ，スス

キ，アカマツ，ミズナラ，ブナ）のいずれかであ

るか，ハンノキやヤチダモからなる湿原群落，サ

サ群落・ススキ草原に放牧をして形成されたシバ

群落，または，カラマツの人工林である。

３）気候・気象

　菅平における気温と降水量の観測記録には，

����������	
����������������������������	
�	

�������（１９９０，１９９１，１９９５）がある。これらの

データによると，１９９０年から１９９５年までの観測値

について，最暖月（８月）の平均気温は２０．６～

１７．７度，最寒月（１月）の平均気温は－３．９～�

－６．０度，年降水量は９５７～１５１２��であった。な

お，菅平の冬期の積雪量は，盆地底で５０～６０��

で あ る（�����������	�
����１９８７）。ま た，山 下

（１９８４）の観測によると，積雪期間における菅平の

気温は－１～－１１度と大きく変動するのに対し

て，植生被覆（ススキ群落）のある地面の温度は，

０．５～０．７度（深さ：２��），２～５度（２０��），３

～５度（５０��）と安定している。

　清水・峰村（１９９８）は，地球温暖化というグロー

バルなテーマについて，菅平高原実験センターで

観測した１９７０～１９９７年までの２８年間の気温・降水

量のデータに基づいた考察を行っている。その結

果，菅平の年平均気温は５．４～６．４度の間を変動

し，傾向的な上昇は観測されなかったものの，漸

近線から読み取ることができる年最高気温は２８．２

度から２９．４度へ，冬期の平均気温は－４．９度から

－４．７へと有意に上昇していることが明らかに

なった。また，冬期の降水量はほとんど変化して

いないものの，雪質が乾いた粉雪から湿った雪に

変わっていることも指摘している。

　菅平の局地的な気象を扱った研究では，吉野ほ

か（１９８１）が，菅平盆地の西部に位置する大松山

（標高１６４９�）から下降する冷気流を１１月下旬に観

測している。その結果，２２時から０時までは風速

が減少するにつれて気温が低下し，３時から５時

までは風速が減少するにつれて気温が上昇すると

いう観測データから，大松山斜面の下部における

観測地点は，夜半のうちは冷気の発生域に相当

し，夜明けごろには冷気の流出域に相当すること

を明らかにした。また，工藤ほか（１９８２）は，こ

の冷気流の流入によって，湿地帯となっている盆

地底に冷気湖が形成されるプロセスを説明したも

のである。

Ⅱ－２　作物生産の発展

　本節では，人文地理学・地誌学に関連する研究

の中でも，菅平の農業を扱った文献を概観するこ

とから，地域的な作物栽培の発展過程を説明す

る。山本ほか（１９８１）によると，菅平における農

業の発展過程は，開拓期（明治中期以前），養蚕

期（明治中期～第２次世界大戦），蔬菜発展期

（１９４５～１９６５年），蔬菜充実期（１９６５年以降）の４

段階に区分することができる。本稿では，この区

分を踏まえながらも，広い面積で栽培された代表

的な作物に注目する。

１）薬草（１８５０～１８６０年代）

　菅平ではじめて農業を試みたのは，松代藩主真

田信之に預けられていた加藤丹後守道句であり，

元和３（１６１７）年のことであった（大平�１９２９）。

その後，上高井郡保科村や小県郡洗馬，曲尾村の

有志による開墾が行われたが，いずれも失敗に終

わった。はじめての定住者は，上水内郡鬼無里村

から現在の東組に移住した下平・縵沢（ぬたさわ）

の２軒であり，天保１４（１８４３）年のことであった。

　菅平の本格的な開墾は，嘉永３（１８５０）年に上

田藩が薬草栽培のために実地調査を行ったことか

らはじまる（小泉�１９６４）。安政３（１８５５）年の

「菅平墾地之圖」によると，１９軒の入植農家が７か

所の耕地で，人参，甘草（かんぞう），芍薬（以

下，シャクヤク），大黄（だいおう）などの薬用作

物を栽培していたことが分かる。その中でも１２軒
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の開拓農家が集まる中組付近には，人参・３２００坪・

８人寄合，人参・２０００坪・８人寄合と記される大

きな圃場もあった。当時，すでに松代藩では甘草

を大阪で販売して利益を得ていたことから，上田

藩でも薬草を特産物にしようとしたのである。

　明治４（１８７１）年の廃藩に伴って，上田藩では，

授産事業として藩士に「登菅開拓」を奨励した。

これに応じた藩士は相当数あり，永住の決心で瓦

葺きの家を造った者もあったが，農業の経験が無

かったことからいずれも失敗して下山したという

（小泉�１９６４）。１２軒の開拓農家（人口５０～６０）は，

官有林を開墾して畑を拡大し，バレイショ，ソ

バ，アワを自給的に栽培するようになった。その

後，明治３０（１８９７）年頃より蚕種・稚蚕，収繭な

ど，菅平の冷涼な気候を活用できる養蚕業が導入

された。

２）種バレイショ（１９２０～１９５０年代中期）

　菅平における養蚕業は，アメリカ合衆国におけ

る大恐慌（１９２９年）や合成繊維ナイロンの発明

（１９３５年）を背景に繭相場が低迷する中で衰退して

いった。養蚕にとって代わったのが，種バレイ

ショであり，次いで，キャベツ，ハクサイなどの

露地野菜である。まず，第２次世界大戦以前から

盛んに栽培されるようになった種ジャガイモに注

目する。

　菅平における種バレイショ栽培は，大正１０

（１９２１）年に始まり，大正１３（１９２４）年に長野県の

採種地に指定されたことを契機に発展した。田中

啓爾が１９２８年に行った野外調査の報告には，菅平

の作物栽培が次のように記されている。「菅平（一

二七〇～一三〇〇米）は漸く六月八日に菜種の花

が咲き豌豆の芽が出る時であった。一頭曳のプラ

ウで耕した燕麥の大畑あり，グーズベリー，う

ど，甘藍等良く育ち，大根・牛蒡・人參・玉蜀黍・

小豆・其他の豆類・蕎麥等は勿論，殊に最良質の

馬鈴薯を産し，長野縣下に種薯として配付するに

年産出の總量を移出しも尚不足を告げるといふ。

この馬鈴薯の親薯は札幌から取り寄せた北海道種

である」（田中�１９３０）。

　第２次世界対戦直後の食料増産期には，バレイ

ショ１俵は米７．５升に換算され，栽培が奨励され

たので，ほとんどの耕地が種バレイショに変わっ

た。引揚者による入植も急増したため，菅平の農

家は戸数２００，人口１０００を越えたという（高野�

１９７２）��。

３）露地野菜（１９５０年代中期以降）

　菅平におけるキャベツ栽培は大正５（１９１６）年

に，ハクサイ栽培は昭和４（１９２９）年にはじまっ

た。また，１９３４年にはトラックで野菜が運送され

るようになった（信州地理科学研究会�１９７３）。し

かし，第２次世界大戦以前は，栽培面積と出荷額

が少なく，露地野菜栽培の萌芽期であったといえ

る。菅平における露地野菜栽培が急速に発展した

のは，高度経済成長が始まった１９５０年代中期以降

である。

　１９５０年代に入ると，菅平の作物は，種バレイ

ショと露地野菜の二つの作物に特化するように

なった��。枡田（１９４０）によると，１９３７年時点に

おける菅平の主な農業生産は，養蚕（生産額の割

合：４０％），馬鈴薯（２５），ソバ（１２），ハクサイ・

キャベツ（１０），エンバク（８），その他（５）で

あった。この割合は，１９５４年になると，馬鈴薯

（３６），ハクサイ・キャベツ（３３），エンバク（１３），

ソバ（５），その他（１３）に変化している（市川�

１９５５）。

　しかし，種バレイショは，連作による病害の発

生などの影響もあり，１９５０年代中期以降，栽培面

積が耕地の５０％を下回るようになった。種バレイ

ショに代わって，キャベツ，レタス，ニンジンな

どの露地野菜が台頭した。菅平はすでに１９４７年に

国と県の蔬菜生産指定地に指定された。その後，

１９６６年にハクサイとキャベツ，１９６７年にニンジ

ン，１９６９年にレタスが国の野菜指定産地に指定さ

れた。１９７０年以降，レタスの栽培面積が第１位と

なっている（大橋�２００２）��。

Ⅱ－３　近年における露地野菜栽培

１）「３・３・３」方式（１９６０・１９７０年代）

　１９６０年代後期以降，高度経済成長に伴う社会・

経済的変化の中で，菅平の野菜栽培も大きく変化
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した。栽培作物は，１９７３年には種バレイショが栽

培されなくなり，露地野菜に特化していった。露

地野菜の種類は，レタス，ニンジン，ハクサイ，

キャベツであった。個々の生産農家は，レタス，

ニンジン，ハクサイ（またはキャベツ）に対して

３割ずつ圃場を割りあてる輪作体系を採用したこ

とから，菅平の露地野菜栽培は「３・３・３」方

式と呼ばれるようになった��。「３・３・３」方式

による多品目栽培は，価格変動の影響を少なくす

ることばかりでなく，連作障害などの病害を回避

する目的もあった。

　１９７７年当時，露地野菜栽培農家の代表的な経営

面積は３．９��で，そこから得られる売上げは，レ

タス２．３��で６０５万円，ハクサイ１．２��で３３０万円，

ニンジン４０�で１４０万円，合計１０７５万円であったと

いう（加藤�１９９１）。なお，厚生労働省の賃金構造

基本統計調査によると，当時の大学卒業者の初任

給が平均して１０万１千円だった。菅平の農家は，

「３・３・３」方式による多品目露地野菜栽培によ

り，高い売上げを得たのである��。

２）「４・１」方式（１９８０年代以降）

　１９８０年代中期になると，栽培作物はレタスへ特

化し，「３・３・３」方式による露地野菜輪作の土

地利用はみられなくなった。図１に示すように，

１９７０年代には，レタス，ニンジン，ハクサイと

キャベツがそれぞれ１００～１３０��ずつ栽培されて

いた。それが１９９０年代になると，レタスが１５０～

１８０��，ハクサイが４０～６０��となった。その他の

品目は，グリーンリーフ，サニーレタス，ロメイ

ンレタスなどである。レタスとハクサイの栽培面

積の比率からいえば，現在の露地野菜栽培は

「４・１」方式ということができる。これは，１年

目がレタス・レタス，２年目がレタス・ハクサイ

というように，２年４作の輪作体系が普及したた

めである。

　ニンジンは，１９７５年頃が最も市場価格が高く，

農家から「赤いダイヤ」と呼ばれるほど評価され

ていた。しかし，市場価格の低迷から１９９４年から

栽培されなくなっている。キャベツも同じ理由か

ら，１９８９年からほとんど栽培されなくなった。ま

た，石井（１９８４�）は，「３・３・３」方式が崩壊

した理由として，観光業の発達によって，農業収

入の安定化への関心が低下したことに一因がある

と述べている。

　泰泉寺ほか（１９９９）は，レタス栽培へ特化した

理由として，市場でのレタスの需要が高かったこ

と，レタス栽培が菅平の冷涼な気候条件に適合し

ていることをあげている。すなわち，最暖月の平

均気温が２０度と低いこと，夏期の降水量が１００～

１４０��／月と少ないこと，夏期の日照時間が１２０

～１６０時間／月と多いことなどが，タコ足球やタ

ケノコ球といった病害の発生を押さえるのだとい

われる。また，これら以外にも，「３・３・３」方

式の時代に培った施肥の技術，新しい農薬や農業

資材の導入など，栽培技術面の進歩もレタスの連

作を可能にした大きな要因になっているものと考

えられる。

３）菅平黒土クラブ

　菅平における野菜栽培の技術面の発展に貢献し

たのが，農協組織の菅平黒土クラブである。同組

織は１９６６年に１０人の若い有志農家が農協の２階で

土壌肥料に関する学習をはじめたことを発端とし
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図１　菅平における作物栽培面積の推移
　　　（真田町および��信州うえだ菅平支所の資

料より作成）



て，１９６７年に発足した。菅平黒土クラブの活動

は，定例会の学習を中心としながら，県内外の視

察研修，野菜の品種，肥料，有機物資材の試験，

農業士，機械士の育成，土壌検定，パソコン教室

など様々なものがある。また，スキー大会やボー

リング大会などを主催して，農協組合員の親睦も

図っている。菅平黒土クラブの参加者は，１９９９年

において，��を含めて約５０名である（宮原・小

島�１９９９）��。なお，この農協組織の名称は，菅平

の肥沃な黒土に由来したものである。現在の肥沃

な黒土を作った要因として，１９７０年代に過剰に投

入された肥料や，耕地に放棄されて腐食したニン

ジンに言及した農家もあった。

Ⅲ　農業的景観と土地利用

Ⅲ－１　景観

　菅平の景観を形づくる諸要素は，それらが配置

される盆地状の地形とも関連して，「地域的なまと

まりの良さ」を表現している（平　１９８５）。地域的

なまとまりの良さは，諸要素関の結びつきの捉え

やすさにつながる。このことは，地域的な諸要素

の関連を研究対象とする地誌学ばかりでなく，

フィールド調査を行うすべての研究者の興味を引

く要因になると考えられる。本稿では，菅平の特

徴的な景観の中でも，農業に関連するものに注目

する。

１）植生

　写真１は，レタス畑の側にあるミズナラ林の一

部である。菅平のミズナラ林は，アカマツ林と極

相林であるブナ林の中間にある落葉広葉樹二次林

とされる。ミズナラは種子（ドングリ）を多くつ

けるため，アカマツ林からミズナラ林への遷移に

は野生動物が大きな役割を果たす。ミズナラ林と

の境に位置する圃場では，野生動物による食害を

防ぐために，バッテリーで駆動する電気ワイヤー

が張られている場所もある。また，ミズナラの材

木はフローリング，家具，ウイスキーの樽などに

使用されることで有名であるが，良質の木炭の原

料にもなる。菅平においても，冬季の観光業が発

展する以前，農閑期における炭焼の原料としてミ

ズナラが伐採されていた。

　写真２は，盆地底の菅平湿原に自生するハンノ

キ（左側）とヤチダモ（右側）である。ハンノキ

は，地域によっては，田の畦に植えられて稲架木

に利用されたり，ワサビ田の中のシェードツリー

として利用されたりした。ハンノキとヤチダモも

また炭材となるため，菅平においては，冬季の観

光業が盛んになる以前，昭和初期頃までは，炭焼

きの原料として利用されていたと考えられる。

２）耕地と作物

　写真３は，６月下旬に撮影したレタス畑であ

る。この時期，菅平で栽培される作物のほとんど

がレタスであり，盆地の地形とも相まって文字ど

おりサラダボウルという印象を受ける。奥の区画

や遠景の山麓にみえる白い被覆は，畑のマルチで

ある。１９７０年代に導入され，１９８０年頃から普及し

たマルチによって，レタス栽培は，播種から移植
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写真１　耕地に隣接するミズナラ林（２００２年
６月２８日）。ミズナラ（ブナ科コナ
ラ属：英名������������	）は，日本
では北海道から沖縄，南樺太，中国
東北部，台湾，韓国など，亜熱帯か
ら冷帯まで広く分布する。コナラと
似ているが，葉柄がほとんどないこ
と，葉の鋸歯が荒いこと（カットの
スケッチを参照），３０�ほどの高木
に成長することなどの違いがある。



に変わり，除草・間引きなどの管理が無くなった。

さらに，作付け期間を拡大すること，天候に左右

されない移植・活着が可能になった。

　左手遠方にはラグビーとサッカー用のグランド

があり，その手間にはグランドを整地したブル

ドーザーが投棄されている。グランドの横にバス

が放棄されているのもよくみかけるが，これは競

技や練習で使用する白墨やベンチなどのスポーツ

用具の物置にもなっている。

　写真４は，イタリアンパセリの圃場である。イ

タリアンパセリなどのハーブや，サニーレタス，

グリーンリーフ，ロメインレタス，エンダイブな

どの野菜は，菅平の新しい野菜である。サニーレ

タスは，葉が赤紫色であり，レタスのように結球

しないことに特徴がある。グリーンリーフは，葉

が黄緑色で，結球しないこと，ロメインレタスは

紡錘型に半結球し，葉の皺が少ないこと，また，

エンダイブはレタスよりも葉の皺が多く，結球し

ないことなどに特徴がある。これらの野菜は，セ

リ科のイタリアンパセリを除いて，レタスと同じ

キク科である。なお，ハクサイとキャベツはアブ

ラナ科であり，四つの花弁をもつ花を付けること

から十字花科とも呼ばれる。

　また，シャクヤク（芍薬）を栽培している圃場

もある（写真５）。ボタンに似た花をつけるシャ

クヤクは，木本類のボタンとは異なり，草丈６０～

８０��程度の宿根多年草である。前述のように，

シャクヤクは薬草として菅平で最初に導入された

作物であるが，現在では観賞用の品種が栽培され

ている。

３）農家と農業資材

　写真６は，農業を兼業する旅館である。本稿で

は，このように民宿・旅館と農業を兼業する世帯，

および行政資料上の民宿兼業農家を農家民宿とす

る。菅平の農家民宿には，冬季のみ民宿を兼業す

るものと通年で民宿を兼業するものがある。この
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写真２　菅平湿原に自生するハンノキ（右）
とヤチダモ（左）（２００２年６月２８日）。
ハンノキ（カバノキ科ハンノキ属：
英名������������	�
）とヤチダモ（モ
クセイ科トネリコ属：英名����������
���）もまた，ミズナラと同様に広い
範囲に分布するが，とくに水辺や湿
地に多く生える。なお，カットのス
ケッチは，冬から早春にかけてみら
れるハンノキの花穂（かすい）であ
る。このようなひも状の花を英語で
は，������（尾状花序：猫の尻尾）
という。

写真３　レタス栽培（２００２年６月２４日）
写真４　イタリアンパセリ（２００２年６月２８

日）



農家民宿は後者にあてはまり，旅館業務を生業の

主体としている。道路の先にみえる２階建て３棟

の建物が宿泊施設であり，右手にみえるのがこの

農家民宿が経営するラグビー・サッカー用のグラ

ウンドである。敷地の入口には旅館の看板がある

が，庭には農業資材置場や大型のトラクターがあ

るため，露地野菜を栽培していることが分かる。

なお，遠景の山の斜面にみえるスキー場は，つば

くろゲレンデである。

　菅平の観光の主体は，冬のスキーから，夏のラ

グビー・サッカー・陸上に移行した。その結果，

農家における労働力の配分と土地利用の側面で，

農業と観光業は分離した。１９７８年頃までは，冬季

（１２～３月）の客数が夏季（６～９月）よりも多

かった（加藤　１９９１）。１９８０年代においては，冬

季の客数は漸減し，夏季の客数は増加を続け，農

家民宿の通年化が進行した（石井�１９８４�）��。この

ような菅平観光の季節変化に伴なって，１９８０年代

の終わりから１９９０年頃にかけて，約１００��の農地

が一斉にグラウンドに変わった（冨澤�１９９９）。

　写真７は，農協の集出荷場に荷を運ぶ途中の大

型トラクター（７９馬力）である。この緑の車体に

黄色のホイールを待つトラクターは，ジョンディ

ア社製である。ジョンディアの本社は，アメリカ

合衆国イリノイ州にある。アメリカの冬小麦地帯

では，２００馬力上ある同社の超大型トラクターが

最も多く使用されている（斎藤ほか　２０００）。菅

平の露地野菜栽培では，ジョンディアとマッセイ

ファーガソン社の８０～９０馬力のトラクターが多

い。後者は，オランダとアメリカ合衆国のジョー

ジア州に本社をおく����グループの系列会社で

あり，トラクターの工場はイギリスのコベント

リーとフランスのパリ近郊のボーヴェにある。農

家への聞き取り調査によると，これら外国製の大

型トラクターの構造には余裕があるため，故障が

少なく，耐用年数が長いという。

　写真８は，農家敷地内のビニルハウスで芽を出

したレタスとサニーレタスの苗である。レタスの

―　�　―

写真５　シャクヤク（２００２年６月２４日）

写真６　農家民宿（２００２年６月２７日）

写真７　大型トラクター（２００２年６月２６日）

写真８　レタスの苗（２００２年６月２６日）



種子は，ペーパーポットに播種されて，３日後に

発芽する。レタスの種子はケイ酸化合物などの肥

料でコーティングされたコート種子であり，その

価格は５０００粒で７～８千円である。レタスの種子

は１��ほどと小さいが，コーティングすること

で３��程度の大きさになり，播種が行いやすく

なる。播種から７日が経過した苗は，マルチを

バーナーで焼いた丸い穴の中に定植される。苗

は，畝間４２��，株間２５��で定植されるため，圃

場１０�では約９千３百の苗が必要である。６月下

旬に定植されるこれらの苗は，６５日後の８月下旬

から収穫される。

Ⅲ－２　土地利用

１）レタス栽培に特化した耕地

　本節では，菅平の土地利用の中でも耕地と作物

を中心に説明する（付図参照）。菅平における耕

地は，標高１２４５～１４００�の範囲に分布する。最も

低い耕地は，菅平湿原南部にある菅平高原自然館

の側にあり，最も高い耕地は，大松山スキー場の

リフトの下に位置する。土地利用調査を行った

２００２年６月２４～２６日の時点では，レタスが栽培さ

れているか，作付前の耕地が多くみられた。ま

た，２０００年の農業集落カードによると，菅平の耕

地面積は４２０��であり，すべて畑である��。

　菅平で最も広く栽培されている作物はレタスで

あるが，ほとんどの農家は，レタスの二期作とレ

タス・ハクサイの二毛作を組み合わせた農業経営

を行っている。レタスは，４月上旬から７月下旬

に播種され，７月上旬から９月下旬にかけて収穫

される。ハクサイはレタスの後に播種されること

が多いため，土地利用でハクサイが多くみられる

ようになるのは７月以降である。また，レタスを

中心とした輪作のため，ハクサイが栽培される頻

度は３年に１度，面積ではレタスの４分の１であ

ることも，土地利用図上でハクサイが少ない理由

である。

２）タイプの耕地

　菅平の耕地は，（１）筑波大学菅平実験センター

の周辺，（２）集落の中，（３）山の斜面にあるも

のという３つに大別できる。菅平実験センター周

辺は，比較的平坦な場所であり，広い面積で耕地

が集積している��。一筆あたりの区画も大きく，

正方形に近い形状をしている。ほとんどがレタス

と作付前地であるが，一部にサニーレタス，ロメ

インレタス，ハクサイ，シャクヤクの圃場もあ

る。菅平の野菜はほとんど農協を通して出荷され

るが，菅平実験センターの前で栽培されるハクサ

イは，茨城県の農企業（茨城白菜栽培組合）との

契約栽培である。

　集落の中にある耕地は，一筆あたりの区画が小

さく，長細い形状をしているものが多い。畝の方

向は，等高線に対して垂直な場合と水平な場合が

混在する。ここでは，販売用のレタスばかりでな

く，自家消費用の様々な野菜も栽培されている。

また，耕地を区切る道路の幅は狭いこと，グラウ

ンドと隣接する畑が多いことも特徴である。この

ことが，夏季のスポーツシーズンにおける交通渋

滞によって農業用のトラクターが移動できなくな

るなど，観光業と農業の軋轢を生む要因になって

いると考えられる。

　山の斜面に位置する耕地一筆あたりの区画は，

集落の中にあるものと比較して大きいものが目に

つく。畝の方向は等高線に対して水平な場合が多

いが，これは，水はけよりも土壌の流出防止を重

視するためである���。山の斜面上の耕地では，６

月の雹や７・８月の集中豪雨の被害が頻発するの

である。また，場所によっては，スキー場のリフ

トの下やゲレンデにも耕地が広がっている。この

ような土地利用は，菅平の農業が冬季の観光業と

共存できることを示すといえる。

３）レタスのマルチ栽培について

　レタスの圃場には，白いマルチビニールシート

が張られている。ここで，このマルチを使用した

現在の露地野菜栽培の問題を述べた２つの文献を

紹介したい。冨澤（１９９９）は，「マルチの使用が，

管理などの省力化という大きな長所をもたらした

反面，すべての産地にこのマルチ栽培が普及した

ことによって，レタスの供給が需要を大きく上

回ってしまった。天候などの自然の力によって，
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良策・不作があり，価格が成り立っていたのが，

マルチ使用によって安定作型になってしまった。

それに加えて食生活による野菜消費の減少・豊富

な種類の食品などで，ますます農業は厳しい時代

に入っている」と指摘する。

　また，藤野・松本（１９９２）は，「大区画斜面畑に

おいて大型農業機械による蔬菜単一栽培が営まれ

ているため，畑地の利用時期が集中し，その結

果，広い範囲が裸地の状況におかれる期間が発生

する。初夏の野菜類の植えつけ前後や，秋の収穫

後に緑肥用のエンバクやライムギが生育するまで

の間がそのような時期に当たる。この期間に梅雨

末期の集中豪雨や台風に見舞われ，リルウォッ

シュを伴なった激しい侵食がおこることが多い」

と指摘している。

　なお，最近では，分解マルチシートが普及し始

めている。これは，次の作付け前には土壌中に分

解されるもので，作付け後に畑からビニールを回

収した手間を省いただけでなく，環境への付加も

少ないため，今後の露地野菜栽培で普及すること

が望まれる。

Ⅳ　露地野菜栽培の実態

Ⅳ－１　露地野菜栽培の基盤

１）若い労働力と兼業農家

　菅平には，盆地東部の東組，中央部の中組，北

西部の西組，南西部の向組と４つの字がある。こ

こでは，向組を取り上げ，主に土地台帳から知る

ことができる農家の経営耕地と農業労働力の特徴

を説明する。

　表１に，菅平における農家の耕地と家族構成を

示した。向組には，近年転出したものを含めて，

５５戸の農家がある。これらの農家が所有する全耕

地は９７��であり，菅平の耕地全体の約４分の１

を占める。耕地面積（自作）と農家の数を規模別

にみると，４��以上が１戸，３～４��が６戸，

２～３��が１５戸，１～２��が２１戸であり，全農

家の平均は１．８��である。代理耕作を含めて，農

地を借りている農家は１４戸あり，小作地の平均面

積は０．４��である。

　農地転用によりグラウンドを造成したり，民宿

を兼業したりするなどして，観光業に関連した土

地利用を行う農家は１６戸ある。これらの農家の家

族平均年齢は４６歳であり，そのうち１３戸に２０歳代

と３０歳代の若い後継者がある。また，民宿を兼業

する農家の中には，農地を真田町の振興公社に貸

し付けて，地代収入を得ているという事例もみら

れた。

　菅平における農業従事者の農業への関心は高

い。真田町が行ったアンケートによると，「今後２０

年以上農業を続けて生きたい」という回答が全体

の５２％を占めた。さらに，今後２０年以上農業を継

続したいと回答した割合は５２．５％に，また，経営

規模を拡大させたいと回答した割合も４３．１％に

上った。

２）連作障害の防止

　菅平の農家は，露地野菜を輪作したり，耕地を

休閑地にしたりして，連作障害の防止に努めてい

る。実際，連作障害の防止は土壌消毒剤の使用に

よるところが大きいが，前述のように科が異なる

野菜のローテーションでも連作障害が緩和され�

る���。また，野菜を栽培しない耕地には，エンバ

クやライムギなどのムギ類や芝を植えることがあ

る。ムギ類の栽培には，土壌中の余剰養分を減少

させたり，圃場に鍬込んで肥料にしたり，土壌浸

食を防止したりする目的がある。また，芝は，農

家の世帯構成員が高齢者である場合，労働の軽減

を目的に栽培されることが多い。

　現在，菅平で土壌浸食や連作障害を発生させ

ず，生産規模を維持するには地域全体で３０��の

農地造成が必要であるといわれる。農家の中に

は，国有林を農地に転換して耕地の拡大を目指す

ものもあるが，農林水産省をはじめとする行政機

関は，国有林の農地への転換に対して積極的でな

いのが現状である。

３）出荷と補償金

　菅平において，野菜の荷受け業者は１件だけで

あり，露地野菜栽培農家のほとんどは，農協から

共選共販で出荷している。農協の集出荷場は，国

道４０６号に隣接した盆地の中央部に位置する。集
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表１　菅平における農家の耕地と家族構成

備　考
家族構成（年齢：数値×１０歳代）耕地面積（��）

番号
女　性男　性小作自作

農地転用（グラウンド），小作は代理耕作２２４８２５１．１４．７１
２２４７５９０．１３．８２

４８２５０．１３．６３
民宿業兼３３５８３５０．１３．３４

２４２５３．２５
００４７００４７３．１６

２５７５３．１７
２５８２５２．９８
３３６６２．９９

５８６２．８１０
０３６００３６２．７１１

０４７８０３６２．６１２
農地転用（テニスコート，グラウンド）１５８２２５８２．４１３

３６８３３６２．４１４
１７１４２．４１５

７４７０．２２．３１６
７４７０．２２．２１７

農地転用（グラウンド）１２５８５５８２．２１８
２２５８１５８２．２１９
３３６７３６９１．０２．０２０

１４７１２５２．０２１
２２５８２５２．０２２

農地転用（テニスコート）１２５８５８１．９２３
７４４７１．９２４

２５６３３６１．８２５
民宿業兼４７４０．７１．８２６

４７１１４７１．８２７
テニスコート転用２２５２３５１．８２８
農地転用（グラウンド）２４８２２５１．６２９

７４６０．０１．５３０
公務員兼務６４７０．９１．５３１
農地転用（グラウンド），民宿業兼０４７０４７１．５３２
農地転用（グラウンド）３６３６１．５３３
兼業，農地転用（改玉社学園菅平寮）７７１．４３４

４４１１１４１．４３５
７５７１．４３６

農地転用（グラウンド）２２４７１４８１．３３７
３５８２２６１．２３８

５７２２５７１．２３９
１０６１．１４０

農地転用（グラウンド）２４８４７１．０４１
０１４６１１２４７１．０４２

１４７２４０．３１．０４３
小作は代理耕作４４７０．４０．９４４
農地転用（グラウンド，マレットゴルフ場，民宿）２５８２５０．８４５
公務員兼務４７２７０．６４６
兼業（建設業）３３７４４７０．６４７
グラウンド２４８２２５０．６４８
貸し付け（０．３��）２２５７２２４５８０．５４９

６３３６０．４５０
農地転用（駐車場，グラウンド）２５９２３５０．００．４５１

３６３６０．３５２
３３６６０．４０．２５３

貸し付け（１．５��）９０．１５４
農地移転７５７２２５��������５６
上田市へ転出，農地転用（民宿），真田町振興公
社へ貸付（１．５��）

����������������５５

（真田町の資料より作成）



荷場の定休日である金曜日の午後以外は，ダン

ボールに積まれた野菜が毎日運ばれてくる。集出

荷場には大型の予冷庫が設置されており，出荷日

や出荷量の調整に使用されている。この予冷施設

は，１９９８年に着工して１９９９年に完成したものであ

り，建設費の約５億４千万円のうち国が費用の

４０％を負担した。農協からの出荷先は，４０％が東

京，２５％が大阪，１５％が長野県内，１０％が名古

屋，１０％が新潟の卸売市場である。輸送時間は，

東京が３時間，大阪が８～９時間，長野県内が１

時間，名古屋が３．５～４時間，新潟が２．５～３時間

である。

　また，農協の共助会は，レタス一箱（１０��）あ

たり５６円の積み立てを行っており，市場価格が低

迷した時の補償金に充当している。もし，市場価

格が５００円を下回った場合，指定産地の価格安定

事業により，国の補償金で５００円までの差額が支

払われる。農協の補償金は，これに１７０円を加算

するものであり，農家は一箱あたり６７０円の金額

を受け取ることができる。

Ⅳ－２　農家の経営事例

　本節では，聞き取り調査を行った農家のうち，

特徴的な５軒の経営事例を説明する。

１）専業的農家（レタス・ハクサイ）

　�氏の経営耕地は４��であり，そのうち３��で

レタス，１��でハクサイを栽培している。レタ

スの品種は種類が多く，例えば，ウィザード（播

種：４月上旬），サマーランド（４月下旬），ララ

ポート（５月），Ｖレタス（６月），サクセス（６

月），信濃サマー（７月），サマーランド（８月）

などがある。一方，ハクサイでは，清雅が通年的

に栽培されている。最近では，ベト病に強いハク

サイの新品種Ｃ８�５０５も栽培されている。年間の

出荷量は，レタスが１０�あたり約１０，０００個，ハク

サイが１０�あたり約４６００個である。

　農業労働力は，５０歳代の世帯主夫婦と農業大学

を卒業した２０代の息子である。�氏は，農閑期で

ある冬季にはスキー場のリフト乗り場で働いてお

り，息子も日給１２，０００円でスキー学校の指導員と

して働いている。７～９月の収穫の最盛期には，

アルバイト情報誌で求人した学生を，時給１０００円

で雇用している。種苗や肥料，農薬といった農業

資材は，農協を通して購入している。新種や新し

い農薬などは，農協から依頼されて試験的に栽

培・使用することもある。

　�氏が所有するトラクターは，８０馬力と１０５馬

力のものが２台ずつある。これらの大型トラク

ターは外国製であり，佐久市の代理店から約９５０

万円で購入したものである。ロータリーなどのオ

プションパーツにも１００万円単位の費用がかかる。

出荷や農薬散布など，トラクターの後部に重いオ

プションパーツを搭載する場合，車体のバランス

を保つため，トラクターの前部に５×４０×４０��

の錘（３０��）を１０～１２枚装備する。

　使用する主な農薬は，土壌消毒用のクロールピ

クリンとドロクロールである。これらの農薬は，

１０�当たり２００リットルを散布する。土壌消毒剤

は，圃場３０��四方に対して５ミリリットルの割

合で散布するように希釈される。農薬散布用のタ

ンクは小さいもので８００リットル，大きいもので

１０００リットルの容量である。一回の散布にかかる

費用は，１０００リットルのタンクで約１０，０００円であ

る。農薬を撒布する際に用いるノズルは，片側で

約１３�の長さがある。菅平の露地野菜の畑には，

約２５�間隔でトラクターの轍があるのは，農薬散

布のためである。

２）兼業農家（通年民宿）

　�氏は，通年の民宿業を経営主体とする兼業農

家である。民宿の部屋数は１６であり収容客数は８０

人である。夏季の客数が１年の５０％を占め，その

ほとんどは，首都圏から訪れるラグビーやサッ

カークラブの合宿客である。民宿業の最盛期は，

大学や高校が夏期休業の７月中旬から８月下旬で

ある。学校のスポーツクラブは定宿を持つ傾向が

あるため，この民宿でも客のほとんどがリピー

ターであるという。

　耕地面積は１．５��であり，栽培作物はレタスだ

けである。家族農業労働力は，４０歳代の世帯主夫

婦である。また，民宿業の最盛期である夏季に
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は，３人のアルバイトを雇っている。民宿業との

兼ね合いから，収穫の最盛期は夏休みの直前に設

定している。この時期の出荷頻度は，週に２～３

回である。

　�氏は，１９９６年に１．５��の耕地を民宿専用のグ

ラウンドとして農地転用した。肥料代や芝刈り機

の管理など，グラウンドの維持費は年間約６０万円

である。芝を養成するためにはグラウンドを数日

間使用しない方がよいが，夏季休業期間中は，ほ

ぼ毎日のように練習と試合が行われている。

３）兼業農家（スキー民宿）

　�氏は，冬季にスキー民宿を経営する兼業農家

である。民宿の営業期間は，１２月下旬から３月下

旬である。宿泊施設の規模は９部屋，収容客数は

３６人である。宿泊料金は，１泊２食付で６５００円で

ある。宿泊客は関東地方から訪れるリピーターが

多い。雑誌への広告掲載など，宣伝は一切行って

いない。�氏が民宿経営を始めた理由は，１９６４年

に，農家に隣接してスキー場が開業したためであ

る。

　�氏の所有耕地は１．５��であり，そのうち１．０��

でレタスとハクサイを栽培している。残りの耕地

は，連作障害を防止するため，休閑地にしてい

る。これをローテーションすることで，一つの圃

場は３年に１の頻度で休閑地になる。農業労働力

は，５０歳代の世帯主夫婦と７０歳代の両親である。

夏季には，横浜市や群馬県内に住んでいる３人の

娘が帰省するため，農作業を手伝ってもらう。ま

た，近隣にある大原学園からも，学生アルバイト

を時給１０００円で雇用している。

　�氏は，イギリス製の８０馬力のトラクターを含

めて，４台のトラクターを所有する。トラクター

を複数所有し，交互に使用することで耐用年数が

長くなる。�氏が所有する最も古いトラクター

は，１９７０年頃に購入した６５馬力のマッセイファー

ガソンである。その他の主な農業機械には，出荷

に用いられるダンボール運搬用のカーゴ（５０万

円），マルチ張り専用機（２６０万円）などがある。

また，堆肥の運般などに使用される２トントラッ

クを２台，軽トラックを１台所有している。

４）兼業農家（グリーンツーリズム）

　�氏が民宿経営を始めた契機は，１９６６年に近隣

のスキー場がオープンしことだった。しかし，そ

の後，副業としたスキー学校の指導に時間を割か

れるようになったため，１９８０年頃より民宿を休業

していた。スキー学校の指導員を辞めた１９９６年１２

月に民宿業を再開すると，幼少の頃に経験した自

然と触れあう生活を宿泊客にも勧めたいと考える

ようになり，１９９８年にグリーンツーリズムをはじ

めた���。この民宿のグリーンリーリズムは，まだ

試作段階であり，宿泊客は首都圏から訪れるラグ

ビー選手とスキー客が多いという。

　この民宿が提供する主な年間イベントは，真田

の里歩こうウォーキングと植林（４月），山菜を

味わう会（５月），育てる農園（５～９月），登

山・健康ジョギング（６月），スポーツ合宿・観戦

（７～８月），ホームステイ（７月），文科系合宿

（９月），収穫もの作り体験募集（９月），漬物体

験（１０月），登山・紅葉狩（１０月），薪割り体験

（１１月），山林手入れ（１１月），初すべりツアー（１２

月），スキー大会参加（１～３月），研修（１月），

ボート（１～３月），トレーニング（２月），ス

ノーモービル体験（３月）であり，ホームページ

でも紹介されている。

　�氏の経営耕地は，借地の０．４��を含めて２．０��

である。そのうち１．６��でレタス，０．２��でハク

サイ，０．２��でサニーレタスを栽培している。農

業労働力は，５０歳代の世帯主夫婦と８０歳代の母

親，２０代の息子の４人である。また，農業と民宿

業が最盛期となる７月下旬～８月にかけて，雑誌

で募集したアルバイトを時給１０００円で雇ってい

る。これは，農業担当の男性と民宿業担当の女性

が各１人ずつ，それぞれ５０日間の雇用である。

５）専業農家（ハーブ）

　�氏は，ハーブを主体とする専業農家である。

１９９０年より，チャーディル，フェンネル，ルッコ

ラ，コリアンダー，ナスタチウム，チャイブな

ど，多品種のハーブ栽培をはじめた。１９９９年から

は，イタリアンパセリとディルの二つの品種に特

化した栽培を行っている。これらのハーブは，
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��食品との契約栽培である。

　経営耕地は１９０�であり，そのうち１２０�を生食

用ハーブ，６０�をレタス，１０�をハクサイの栽培

に割り当てている。ハーブの内訳は，イタリアン

パセリが３０�であり，ディルが９０�である．耕地

は，レタスとハーブを交互に栽培することで地力

が低下しないように工夫しており，休閑地は設け

ていない。栽培には，分解マルチシートも利用し

ている。ハーブ栽培で使用する肥料は，産業廃棄

物から作られる有機りんりんという商品である。

　イタリアンパセリは２年生の草本であるため，

一年目に播種を行うとその翌年まで収穫が可能で

ある。播種は２～３月に，収穫は５～１２月にかけ

て行われる。ディルは１年生の草本であり，播種

は２～７月に，収穫はイタリアンパセリと同様に

５～１２月にかけて行われる。ハーブはニホンカモ

シカが好んで食べるが，この農家では年間で５０

ケースほどの被害があるという。獣害を防止する

ため，一部の圃場では，電気柵を設置している。

この装置の電圧は１２ボルト，電流は２アンペアで

あり，自動車用のバッテリーを電源とする。

　年間の出荷量は，イタリアンパセリが１７，０００

ケース，ディルが７０００ケースである。農家敷地内

のパッキング施設まで荷を受け取りにくる業者

は，長野市内にある「丸印」である。出荷先と割

合は，東京が９割，大阪が１割である。

　この農家の農業労働力は，５０歳代の世帯主夫婦

と８０歳代の両親である。また，主に近隣のペン

ションの夫人など，時給１０００円で午前中だけの

パートを通年雇用している。この農家が所有する

トラクターは，アメリカ製（馬力：１００），イギリ

ス製（７３），日本製（６３，６３，３０，１７）のものが合

計６台である。以前は，県内の農機具メーカーに

特注した４輪操舵の消毒車も使用していた。

　�氏は，１９９７年と１９９８年に，合計１．５��の土地

を転用して，２つのグラウンドを造成した。菅平

の２つのホテルが，これらのグラウンドを年間

２００万円で借り上げている。芝刈りなどのグラウ

ンドの維持・管理はホテルが行う。これらのグラ

ウンドは農家や耕地に隣接するため，ボールが畑

へ飛んできたり，風向きによっては散布した農薬

がグラウンドの方へ流れていったりすることがあ

る。そのため�氏は，グラウンド利用客に気を使

いながら夏季の農作業を行っている。

Ⅴ　おわりに

　本稿は，長野県真田町菅平を対象として，自然

環境，農業の発展過程，現在の農業的土地利用と

農業経営タイプに注目しながら，露地野菜栽培の

地域的特徴を明らかにした。このような総合的な

地域の記録が，将来の地理学や環境問題に関する

応用的な研究に対して，基礎的な情報の提供につ

ながることが期待される。

　結果の概要は，以下のようにまとめることがで

きる。（１）現在の菅平における露地野菜栽培は

「４・１」方式ということができる。これは，１年

目がレタスとレタス，２年目がレタスとハクサイ

という２年４作の輪作体系が普及したためであ

る。（２）平均的な菅平の露地野菜栽培農家は，５

人の家族があり，１．８��の所有耕地で，輪作によ

り収穫面積３．６��の露地野菜を栽培している。

（３）露地野菜栽培農家の約３割は，耕地をグラウ

ンドに転用したり，民宿を兼業したりするなどし

て，土地利用の側面から観光業に関連している。

（４）農家の特徴的な経営タイプには，レタスとハ

クサイなど，典型的な露地野菜を栽培する専業的

農家，通年で民宿を営業する兼業農家，冬季のみ

スキー民宿を営業する兼業農家，グリーンツーリ

ズムやハーブ栽培などの新しい試みを導入した農

家がある。
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　現地調査の祭には，真田町長の箱山好猷氏，真田町役場農政課の小宮山治仁氏，長野県小農業改良普

及センターの塩川朝秀氏，農業経営士の西沢憲一氏，また，��信州うえだ菅平支所と露地野菜栽培農家

の多くの方々のお世話になりました。以上，記して感謝を申し上げます。
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［注］

１）�地域の自然環境を活用した産業を推賞した三澤（１９４１）もまた，冷涼な気候を活用した地域産業の例

として，穂高のワサビ，諏訪の寒天，佐久高原のフリージア，長野のリンゴと並んで，菅平のジャ

ガイモ栽培を取り上げている．ジャガイモの塊茎の肥大に最適な温度は１５～１８度であり，その時期

（塊茎肥大期）には光合成の９割が塊茎へ転流される．ジャガイモの原産地は，南米チチカカ湖付近

の３０００�以上の高地であり，冷涼な気候条件下でも高い収量を上げることができるのである．

２）�市川（１９５２）は，第２次世界大戦後間もなく，菅平型マケ（擬制血縁集団）による社会・経済的な結

合が急速に解体したことを明らかにし，その要因として，（１）種バレイショとハクサイを中心とす

る収益性の高い商業的農業の発展，および，（２）交通の発展と，スキー客と避暑客を目あてとした

旅館業や飲食業の増加をあげている．すなわち，化学肥料使用を用いた作物栽培は，集約的で高い

収益を上げられること，採草地の重要性を減少させたため，以前よりも小さな土地でも農家の独立

経営を促した．また，冬の農閑期に，交通運輸や旅館の臨時雇用になることにより，鉱山や都市へ

の季節的出稼ぎや，親分（先住者）の山林から原木を購入することによる炭焼きの慣行が減少したの

である．

３）�当初，レタスは占領軍のアメリカ人のために栽培されたが，１９７０年代以降，日本人の食生活が洋食

嗜好化するに伴って需要が急増したものである．

４）�山本ほか（１９８１）に記載されている栽培暦をみると，これらの作物の収穫期はほぼ重なっている．し

たがって，「３・３・３」方式のローテーションにおいて，それぞれの作物が圃場に定植される順番

は，明確に決まっていなかったと思われる．

５）�１９７０年代の露地野菜の集出荷に関する変化として，次の点が特記できる．（１）１９６７年より野菜指定

産地事業資金と生産出荷近代資金により，集出荷施設と共同選別施設が建設されたこと，（２）野菜

の梱包が，それまでの木箱からダンボール箱になったこと，（３）輸送方法が，それまでのトラック

と鉄道の併用からトラックだけになったこと，また，（４）１９７８年には真空式予冷施設が建設された

ことなどである（加藤　１９９１）．

６）�１９８０年代後半から１９９０年代前半にかけて，農畜産物の輸入自由化，金融自由化などを背景として，

全国的に農協が統合されたが，菅平においては，まず，１９８９年３月に，長，傍陽，本原の３農協が

合併して，真田町農業共同組合が発足した。さらに，同農協は，１９９４年１１月，上田市，東部待，丸

子町，よだくぼ南部，青木村，塩田の６農協と合併して，信州うえだ農業共同組合（現��信州うえ

だ）となった（大橋　２００２）．このような合併に伴なって，菅平農協の正式な名称は，長農業協同組

合菅平支所から��信州うえだ菅平支所へと変わっている．

７）�なお，夏季に菅平を訪れる観光客の多くは，スポーツ合宿を目的とした高校や大学のスポーツ部の

学生である．また，冬季のスキーシーズンは，スキー場がオープンする１２月の第一土曜日から翌年

の４月上旬頃までである．

８）�菅平の土地利用には，陸稲を含めて米の栽培がない．菅平における水稲の試作は，１９３０年代に行わ

れている．枡田（１９４０）は，「コメは耕作可能圏外で，水稻は勿論，陸稻改良種も成熟しない．昭和

９（１９３４）年，長野県農事試験場に於いて，東組の下平初治氏宅前及び中組縵澤彌平氏宅前に各五十

坪，北海道仕立ての早稻種を移植栽培したが三分實入の結果を得，翌十年には苗を長村真田の依託

仕立てとし，之を移植したが其結果は二分作，十一年は不結実，十二年には遂に廢止するに至った」

と記録している．また，三澤（１９４１）は，高冷地においては特に水稲を栽培する必要は無く，「夏も

気温が低くて困るとか，或いは夏らしい夏もなく，間もなく秋になってしまってこれではと言って

いるのは，それは是が非でも高温性のイネを作ろうと計画する我儘勝手な不平黨の言う事で，そう

いった人たちには生涯滿足のくる日はないと覺悟して居らなくてはならない」と述べている．

９）�菅平における研究の拠点になっている筑波大学菅平高原実験センターは，１９３２年に東京文理科大学

菅平高原生物研究所として発足した．発足にあたって尽力した生物学者・八木誠政が，満州国開発に

資するため，気候条件の似通った菅平で農業生物の基礎実験を行おうと考えたからである。１９４９年

の学制改革により東京教育大学の付属となり，１９７７年に筑波大学に移管されている．内陸性の気候

と年平均温度６度台という冷涼な気候を活かして，生物科学・地球科学などの分野を中心に，広く自
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然環境に関連する研究・教育の場として利用されている（安藤　１９９０：梅原　２００２）．敷地内には，

特別天然記念物であるニホンカモシカも生息している．

１０）�これらの標高の高い耕地にはポンプで灌水している。農業用水のポンプ小屋も山麓の斜面に確認で

きた．なお，スキー場では，降った雪の融解を防ぎ，斜面に固定させるため，雪の温度を下げる働

きを持つ硫化アンモニウムが固定剤として散布される．スキーゲレンデに位置する畑では，この硫

化アンモニムの作物栽培への影響が心配されたこともあったが，特に被害はなかったので現在でも

使用されているという．

１１）�レタスの代表的な連作障害が根腐病である。根腐病とは，育苗床と定植後の本畑で発生し，外側の

葉が縁から黄へと変色し，最後に外葉の数枚が黄褐色に変わって枯れる病気である．根腐病の病原

菌は寄主範囲が狭いので，レタス以外の作物を輪作すれば蔓延を防ぐことができる．また，ハクサ

イの連作障害には黄化病があげられる．黄化病とは，播種後４０～５０日前後から葉が黄色くなり始め，

外葉から内葉にかけて黄化し，最後には�字型の褐変が生じる病気である．比較的低温かつ過湿状態

で発生するために，夏に発生頻度が高くなる．

１２）�この農家は「真田町グリーン・ツーリズム研究会」の会員である．真田町グリーン・ツーリズム研究

会の会員は２３名であり，そのうち３名が菅平の農家と食堂経営者である（長野県小県郡真田町　

２００２）．
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